
二次元コードからお申込みフォームへ
アクセスし、入力/送信してください。主催：伊丹市教育委員会(スワンホール指定管理者：日本環境マネジメント株式会社）

〒664-0015 伊丹市昆陽池２－１

https://nem-shiteikanri.jp/shisetsu/itami/
TEL.０72－779－5661    FAX.０72－779－3101

伊 丹 市 立 中 央 公 民 館
伊 丹 市 青 少 年 セ ン タ ー
伊 丹 市 立 労 働 福 祉 会 館

【 休 館 日 】 第１・３月曜日（祝日の場合は翌日）

    12月2９日～１月3日
【開館時間】 9:00～22:00

スワンホール

２０２６年１月３１日 (土)
※講座内でいちごの試食を行います。アレルギーをお持ちの方は、
参加の際ご注意くださいますようお願いいたします。

お申込み方法

１２月２日(火）１０：００～

お申込み開始日

小学生～高校生

無料

第４会議室

筆記用具

２０名
そらといちご 松浦 啓介講師

項目

必
須
事
項

教室名・イベント名 いちご農家の夢

内容

、

。「農家」
「 農 業 家

おいしいものをつくる」その裏側には、
、考えて、実行する。

。

。

日程 年1月31日(土)

時間 ：00～11：30

場所 4会議室

料金

任
意
事
項

講師名＋プロフィール 松浦 啓介

対象

持ち物

定員 名

注意事項 (火)１０時～

画像（教室風景、作品、講師）

その他
(スワンホール指定管理者：日

)

私がこどもの頃、農家にあまりいいイメージはありませんでした。大人になってそれは一変しました。
"農家"というより"農業家"。農業という業界を広く見てみるとめちゃくちゃかっこいい人がたくさんい
ました。「おいしいものをつくる」その裏側には、論理的に物事を見て、考えて、実行する。その積み
重ね。やりたいことをやる。それは簡単なことではありません。楽しいことの裏側には大変なこともた
くさんあります。そんなことをお話しできたらなと思います。

1992年伊丹市森本生まれ 小学校から大学卒業まで野球に打ち込む
2015年～2018年 NTT西日本 勤務（金沢⇒大阪）
2018年～2025年 淡路島のGREENARIUMで農業にはまる
2025年～これから 生まれ育った伊丹で をつくり始める

"農業家"という仕事の意味を体現し続ける

こんにちは、そらといちごの松浦啓介です。なぜ「そらといちご」
というのか？それは単純で、私が飛行機といちごが大好きだからで
す。好きなものを見ながら好きなものを食べられる。

情報発信はInstagramをチェックしてください。
基本的に伊丹スカイパークさんに出没します。

そんな場所を作りたいと思って活動しています。
いちごの他には、とうもろこし、ぶどうを栽培中
です。これからも「おいしいもの」を作り続けて
いきますので、ぜひ遊びに来てくださいね。

１０：００～１１：３０時間時間

伊丹市発！
世界に届け

いちご農家の夢

２０２５年

電話または二次元コード

場所場所

料金料金 定員定員

対象対象

持ち物持ち物

伊丹市発！
世界に届け

いちご 農家の夢

【私がこどもの頃、～の】の中で、

「農家」ではなく「農業家」農業

→”農家”というより”農業家”。農業という業界を～
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